町工場の機械工がもつ熟練技術 : 金属切削加工の「段取り」を事例に by 加藤 英明







































など、複雑な構 をもつ機械を研究対象とする試みが模索されている（川村 2008; 朝岡 
2008; 近藤 2002; 新井 1993）。これらの研究は、民具の減少に伴う研究領域の縮小を背
景に、日常生活で必要とされている工業製品に注目しながら、伝統の生活用具との連続性や
変容の過程を記録する必要性を主張するものである。本稿においては、暮らしのなかの機械







































                                                   
1 名古屋の家内工業には、足袋や組ひも、指物・扇子・うちわ・提灯・竹塗箸・仏壇・鼻
緒・履物などの近世以来の雑工業や、からくり人形や指物師・錺師などの多様な専門職工
が存在していた（新修名古屋市史編集委員会編 2000a: 434-436）。 





















 3人～299人 300人以上 合計 
愛知県 8658 213 8871 
東京都 5588 33 5621 
大阪府 9234 62 9296 







                                                   
2 機械工業の範囲について、日本の標準産業分類では一般機械器具製 業・電気機械器具
製 業・輸送用機械器具製 業・精密機械器具製 業の 4つの機械がつく中分類業種と武
器製 業の 5中分類業種の中の器具を除いた完成品がほぼそれに当たることを示している
（渡辺 1997: 44）。2008年より、一般機械器具製 業と精密機械器具製 業は再編さ
れ、汎用機械器具製 業と生産用機械器具製 業、業務用機械器具製 業が新設されてい
る。また、機械工業の問題を考えるときに金属製品製 業に含まれる部品のプレス加工や
メッキ・熱処理・溶接・塗装も関わってくる。本稿では、機械工業に関わる工場を網羅し
ていくために、はん用機械器具製 業と生産機械器具製 業、業務用機械器具製 業、電
気機械器具製 業、輸送用機械器具製 業の 5つの機械がつく中分類業種と金属製品製
業を範囲として考えていく。 
 





























異なる。社長は、朝 7時から 15時（月・水・金）、また朝 7時から 17時（火・木）の時間
帯に仕事をしており、主に部品加工をしている。N氏は、毎日出社し仕事をしているが、午
前中に仕事を切り上げることが多い。社長と同じく部品加工をしている。また、H氏の母親
























































ボール盤 ドリル工具を回転させて穴をあける。 2台 共同使用 
                                                   
3 数は少ないが図面とは別に注文書を正式に FAXする注文主もいる。 






のこ盤 材料を切断する。 1台 共同使用 








































































































H 氏は、最終的に NC 旋盤と切削工具の修正、また工場にある治具を使用して切断作業
をおこなうことになった。H氏が工作機械や切削工具、治具を選択した過程を示していく。










































図 1 切断工程（工場調査をもとに筆者作成） 
 
4-2． 事例② 補給部品の製作―振動をなくすための H氏と社長の工夫 
補給部品5の製作事例は、加工途中に問題が起こり、製作方法の変更を余儀なくされた場
面を示したものである。T 社の取引先である D 社から発注された部品であり、製作個数は
200個であった。2014年 7月 24日に T社に発注され 8月 8日までに納める必要のあるも
































































































H 氏は、社長との話し合いから工程を 2 工程にし、さらに新たな道具を加える変更をお
こなった。1工程目は、従来どおり NC旋盤を使用し、材料の外面と内面を削るものだが、
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